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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、有糸分裂に関与する調節タンパク質です。遺伝子産物はp34(cdc2)と複合体を形成し、成熟促進因子（MPF）を形成します。恒常的に発現する転写産物と、主にG2/M期に発現する細胞周期制御転写産物という2つの代替転写産物が発見されています。これらの異なる転写産物は、異なる転写開始部位を利用することで生じます。（RefSeq提供）腫瘍組織において高い発現を示します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela（1）およびPC-12（2）細胞溶解物に対するCCNB1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	CCNB1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CCNB1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

